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西村証券 企業調査情報                2025/12/05

［金融商品取引業者 近畿財務局長（金商）第26号：加入協会…日本証券業協会］ 

オムロン（コード 6645） 
◆各決算期の中間期業績推移(連結) 

決算期 売上高 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

23.3 404,418 41,613 139.8 49.0 19,054 ▲27,693 ▲34,637 123,917 

24.3 400,674 20,651 30.9 52.0 25,732 ▲18,978 ▲11,432 107,715 

25.3 374,638 19,226 ▲16.9 52.0 23,845 ▲29,751 22,901 161,338 

26.3 393,448  17,719  46.0 52.0 27,986 ▲27,482 12,066 160,595 

◆通期業績推移(連結)（26.3 予は会社側発表値） 

決算期 売上高 営業利益 1株純利益 1株配 営業CF 投資CF 財務CF 現金及び現金同等物 

23.3 876,082 100,686 372.2 98.0 53,456 ▲55,533 ▲58,757 105,279 

24.3 818,761 34,342 41.2 104.0 44,875 ▲107,096 85,987 143,086 

25.3 801,753 54,038 82.6 104.0 55,784 ▲47,889 ▲4,608 149,023 

26.3予 845,000 60,000 147.4 104.0 － － － － 

 （CF＝ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ。現金及び現金同等物は各期末値。▲はマイナス。単位は百万円、円） 

米国関税政策の影響縮小見込みで 26/3 期売上高見通しを増額修正 
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26 年 3 月期の中間期は、売上全体の半分近

く、営業利益の約 6 割（消去調整他を除く）を

占める主力の IAB（制御機器事業）の着実な回

復などにより、売上高が前年同期に比べ 5％増

えた。利益面では、IAB を中心とする成長投資

の実施による固定費の拡大に加え、棚卸資産評

価損が前年度に大きく改善した反動などに伴

う売上総利益率の低下（当中間期 43.9％。前年

同期は 45.4％）が影響し、営業利益は 8％減と

なった。 

キャッシュ・フロー（以下、CF）において、

現金及び現金同等物の当中間期末残高は 1,606

億円（前年同期末比 0.5％減）となった。営業活

動 CF は、中間純利益 100 億円（前年同期は 23

億円の損失）、受取手形及び売掛金の減少額 289

億円（15％減）、棚卸資産の増加額 184 億円

（71％増）などにより、280 億円の収入（17％

増）に。投資活動 CF は、資本的支出 230 億円

（4％増）、投資有価証券の取得による支出 4 億

円（76％減）などにより、275 億円の支出（8％

減）に。財務活動 CF は、長期及び短期債務の

差引収入額 245 億円（29％減）、親会社の支払

配当金 102 億円（横ばい）などにより、121 億

円の収入（47％減）となった。 

今中間期は増収ながら固定費増などで減益に 

 

CF で中間期末の現金及び同等物残高は微減 
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本レポートは、会社側が発表した決算短信や決算説明資料などに基づき作成しており、証券投資の

参考となる情報の提供を目的としたもので、証券の売買を勧誘する目的で作成したものではありま

せん。株式の売買取引には、約定代金に対して手数料が必要となります。また、株式は、株価の変

動により損失が生じる恐れがあります。投資に関する最終決定は、投資家ご自身の判断でなさいま

すようお願い致します。本レポートは各種データに基づいて作成していますが、その正確性・完全

性を全面的に保証するものではありませんので、予めご了承下さい。なお、本レポートの著作権は

西村証券に帰属しており、電子的・機械的などの方法を問わず、無断で本レポートを引用または複

製、転送することを禁じます。 

 

セグメント別で、主力の IAB においては、半

導体の AI 関連投資、中国での二次電池投資の獲

得、前年度から取り組んできた代理店在庫の正

常化、新商品の投入効果などにより、8％増収、

9％営業増益となった。SSB（社会システム事業）

では、住宅向け蓄電池需要が好調に推移したこ

とや駅務システム事業での安定した設備投資需

要に加え、コストダウンの進展により、1％増収、

42％営業増益に。DMB（電子部品事業）は、AI

需要を主とした半導体関連やエネルギー分野で

の需要拡大が継続し、11％増収、1,232％営業増

益と業績が回復。一方、HCB（ヘルスケア事業）

については、主力製品の血圧計がアジア、北米、

欧州などで増加したものの中国における市場の

鈍化や競争激化などにより、8％減収、34％営業

減益となった。 

26 年 3 月期の通期見通しは、米国関税政策に

よる影響の縮小が見込まれることなどを背景

に、売上高が期初予想（レンジ幅の中央値 8,275

億円）から 8,450 億円（前期比 5％増）に増額修

正された。営業利益については期初予想レンジ

幅の中央値（605 億円）並みの 600 億円（11％

増）の見通し。 

セグメント別予想で、売上高は、IAB3,860 億

円（前期比 7％増。期初予想比 150 億円増額）、

HCB1,400 億円（4％減。期初予想比 100 億円減

額）、SSB1,500 億円（5％増。変更無し）、

DMB1,150 億円（9％増。期初予想比 50 億円増

額）など。営業利益は IAB400 億円（10％増。

変更無し）、HCB145 億円（17％減。期初予想比

40 億円減額）、SSB200 億円（30％増。同 15 億

円増額）、DMB40 億円（1,233％増。変更無し）

などとなっている。 

主力の IAB は増収増益、HCB は減収減益に 

今期通期は売上高を増額修正、増収増益見通し 
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